
ほぼ３歳ごろには成人並みの発達があります。 
又検査も可能になるため、３歳時検診が一つの関門です。 



３歳以下での視力検査 







小学１年生では近視も遠視並みですがその後は近視が増加します。 



視力が脳に刺激を与え、視力に関する中枢神経が発達しますが、その感受性が一番 
あるのは２歳前ですので、３歳時検診の重要性があります。 



しかし立体に関する感受性は更に早期ですので、斜視などの異常が認められれば 
早期の治療が必要になります。 



弱視の分類です。 
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